
船舶事故調査報告書 

令和８年９月２日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 衝突 

発生日時 令和７年１０月５日 ０９時４１分頃 

発生場所 和歌山県和歌山市地
じ

ノ島北方沖 

 地ノ島灯台から真方位３５１°１,６５０ｍ付近 

 （概位 北緯３４°１８.７′ 東経１３５°０３.４′） 

事故の概要  プレジャーボートWELFARE
ウエルフェア

は、航行中、また、プレジャーボート第

二武
たけ

次
じ

郎
ろう

丸は、漂泊中、両船が衝突した。 

事故調査の経過 令和７年１０月７日、主管調査官（神戸事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ プレジャーボート WELFARE、３.５トン 

２５０－５９４３４和歌山、個人所有 

Ｂ プレジャーボート 第二武次郎丸、５トン未満（長さ２.８５

ｍ） 

   ２５２－２８０５２和歌山、個人所有 

（写真１、写真２ 参照） 

 

 

 

 

 

写真１ Ａ船（船長Ａ提供）   写真２ Ｂ船（船長Ｂ提供） 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長Ａ、二級小型・特定（平水限定） 

Ｂ 船長Ｂ、二級小型 

 負傷者 Ａ なし 

Ｂ 軽傷 １人（船長Ｂ） 

 損傷 Ａ 船首部外板に擦過傷 

Ｂ 右舷船首部外板、右舷船尾部外板及び船外機に擦過傷 

 気象・海象 気象：天気 曇り、風向 北東、風力 １、視界 良好 

海象：海上 平穏、潮汐 下げ潮の中央期、潮流 南西流約１ノット

（kn） 

 事故の経過 Ａ船は、船長Ａが１人で乗り組み、同乗者５人を乗せ、釣りの目的

で、地ノ島付近の釣り場に向け、和歌山県海南
かいなん

市船尾
ふ の お

の係留地を出航

した後、同島北方沖の釣り場に到着して釣りを開始した。 

船長Ａは、地ノ島付近の釣り場から大阪府岬町明神
みょうじん

埼西方沖の釣

り場に移動することとし、操舵室内の右舷側に立ち、手動操舵で本船

を東進させ始めた。 

  



船長Ａは、操舵室内の右側に立っていたので、同室内の左舷側に設

置されていたＧＰＳプロッターのモニターで左舷船首方が死角となっ

た状況下、Ａ船の発進前に右舷船首方に漂泊中の釣り船（以下「本件

釣り船」という。）１隻を視認した。 

Ａ船は、約８knの対地速力で航行していたが、船首が大きく浮上す

ることはなく、船長Ａが船首方に見張りを行う上で死角はなかった。 

（写真３ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

    写真３ Ａ船操舵室内写真（船長Ａ提供） 

 

船長Ａは、Ａ船の発進前に船首方に他船を認めなかったので、前路

に航行の支障となる船舶はいないと思っていた。明神埼西方沖の釣り

場に向けて、右舷船首方にいた本件釣り船に意識を向けながら、船首

方を漠然と見ながらＡ船を東進させていたところ、Ａ船とＢ船とが衝

突した。 

 船長Ａは、Ｂ船の損傷状況及び船長Ｂの負傷状況を確認した。 

船長Ａは、Ａ船の同乗者の通報で事故発生場所に到着した海上保安

庁の職員から調査を受けた後、Ａ船を操船して係留地に帰航した。 

（図１ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 事故発生経過概略図 

 

 

モニター 



Ｂ船は、船長Ｂが１人で乗り組み、釣りの目的で、和歌山市大川の

係留地を出航し、地ノ島北方沖で、船首を東方に向け、潮流によって

南西方に圧流されながら漂泊して船長Ｂが釣りを行っていた。 

船長Ｂは、時々周辺を見回しながら釣りを行っていたが、ふだん航

行する船舶が漂泊して釣りをしているＢ船を避けていたので、本事故

当時も他船と衝突する危険性を意識しないまま、船首方に体を向け後

部甲板中央に腰掛けて釣りの仕掛けを直していた。 

船長Ｂは、釣りの仕掛けを直すことに意識を向けていたところ、船

尾方からのエンジン音を聞いて振り返り、至近にＡ船を視認したが、

衝突を避ける措置を採ることができないまま、Ｂ船の船尾部とＡ船の

船首部とが衝突した。 

船長Ｂは、Ａ船の船体に接触して負傷した。 

船長Ｂは、Ｂ船の損傷状況を確認したところ、右舷船尾部から船首

部にかけて擦過傷を認めたものの、浸水はなく、船外機を始動できた

ので、Ｂ船を自力で係留地に帰航させた。 

船長Ｂは、帰宅後、痛みがあったので医療機関で診察を受け、頭部

打撲、頸
けい

椎捻挫、背部打撲等の診断を受けた。 

Ｂ船は、笛や携帯式エアホーン等を備えていなかった。 

Ａ船及びＢ船の乗船者は、膨張式の救命胴衣を着用していた。 

分析 (1) Ａ船 

① 船長Ａは、Ａ船の発進時、操舵室内の左舷側に設置されてい

たＧＰＳプロッターのモニターによって左舷船首方に死角が生

じていたことから、Ｂ船に気付かなかったものと考えられる。 

② 船長Ａは、操舵室内で体を動かすなどして左舷船首方の死角

を補う見張りを適切に行っていなかったことから、Ｂ船が、南

西流に流されて、Ａ船の左舷船首方から正船首方に移動してい

ることに気付かなかったものと考えられる。 

③ 船長Ａは、前路に航行の支障となる船舶はいないと思い、右

舷船首方に漂泊中の本件釣り船に意識を向けていたことから、

前路で漂泊中のＢ船に気付かなかったものと考えられる。 

④ ①～③から、Ａ船は、東進中、Ｂ船と衝突したものと考えら

れる。 

(2) Ｂ船 

① 船長Ｂは、釣りの仕掛けを直すことに意識を向け、周囲の見

張りを適切に行っていなかったことから、船尾方から接近する

Ａ船に気付くのが遅れたものと考えられる。 

② 船長Ｂは、ふだん航行する船舶が漂泊して釣りをしているＢ

船を避けていたことから、釣りの道具を直すことに意識を向け

て漂泊を続けたものと考えられる。 

③ ①及び②から、Ｂ船は、船首を東方に向け潮流によって南西



方に圧流されながら漂泊中、Ａ船と衝突したものと考えられ

る。 

原因  本事故は、Ａ船が東進中、Ｂ船が船首を東方に向け潮流によって南

西方に圧流されながら漂泊中、船長Ａが、航海機器によって死角がで

きる左舷船首方の見張りを適切に行っていなかったため、Ａ船の左舷

船首方から正船首方に移動しているＢ船に気付かず、また、船長Ｂ

が、周囲の見張りを適切に行っていなかったため、避航動作を採るこ

とができず、両船が衝突したものと考えられる。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・小型船舶の船長は、操舵室内の機器類等で船首方に死角が生じる

場合は、操船場所で体を動かすなどして死角を補い、適切な見張

りをすること。 

・小型船舶の船長は、予断を持たずに、常時周囲の見張りを適切に

行うこと。 

・小型船舶の船長は、漂泊中であっても、周囲の適切な見張りを行

い、衝突のおそれがある場合には、早めに避航動作を採ること。 

・小型船舶の船長は、漂泊中の自船に接近する船舶に対して、音響

による注意喚起を行うため、携帯式エアホーン等を備えることが

望ましい。 

・小型船舶の船長は、全長が短く乾舷の低い場合、他船から見えに

くいこともあるので、３ｍ以上の高さのポール等を使用して目印

となる旗を掲げ、他船からの視認性を高めておくことが望まし

い。(国土交通省海事局 HP：「ミニボートに乗る前に知っておき

たい安全知識と準備」https://www.mlit.go.jp/maritime/senpak

u/miniboat/miniboat_final_pdf_0127.pdf) 

 


